2023年6月
ブラウザの先読み機能 無効化について

電子ジャーナル、データベース等を利用する際、Webブラウザに組み込まれている「リンク先読み機能」（プリロード）が設定されていると、バックグラウンドでリンク先のページ読込が繰り返されるなどして、気づかないうちに大量アクセスや大量ダウンロードが行われる場合があります。
利用者が意図していなくても不正利用とみなされる可能性がありますので、以下を参考に、Webブラウザのリンク先読み機能の設定を無効（オフ）にしてください。
[bookmark: _GoBack]なお、学内パソコンでMicrosoft Edge、Google Chromeを使用する場合、初期設定で無効になっていますので、設定変更の必要はありません。FireFoxを使われる場合は、設定変更が必要です。

---------------------------------------------------
■Microsoft Edge
1　　「設定」から「Cookieとサイトのアクセス許可」を選択
2　　「Cookieとサイトデータの管理と削除」を開く
3　　「ページをプリロードして閲覧と検索を高速化する」をオフにする

■Google Chrome
1　　「設定」から「プライバシーとセキュリティ」を選択
2　　「Cookieと他のサイトデータ」を開く
3　　「ページをプリロードする」を開く
4　　「プリロードなし」を選択する

■FireFox
1 URL欄に「about:config」と入力してEnterキーを押す
2 「注意して進んでください！」という警告ページが表示された場合は、「危険性を承知の上で使用する」をクリックする
3 コンフィグ画面で「network.prefetch-next」を検索して表示し、ダブルクリックで「false」にする

■Safari (Mac)
1　　メニューバーの「Safari」>「環境設定」（または「設定」）を開く
2　　「検索」タブの「バックグラウンドでトップヒットを事前に読み込む」のチェックをはずす

■Safari（iOS、iPadOS）
1　　「設定」から「Safari」を開く
2　　【検索】配下の「トップヒットを事前に読み込む」をオフにする

